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平成 27 年 5 月 15 日 

総 務 財 政 委 員 会 資 料 

技術監理室検査課･指導課 

 

 

 

平成 26 年度の工事及び設計業務の検査結果について 
 

 

 

１ 検査の実績について  

（１）工事の設計から検査までの流れ 

①設計業務→②設計業務検査→③積算・起工→④工事契約→⑤工事監督→⑥工事検査 

 

（２）検査実績（２００万円以上の工事及び５００万円以上の設計業務） 

H26 年度 
工  事 

設計業務 
土 木 建 築 電 気 機 械 合 計 

中間検査等 １４６ ２０３ １１３ １２１ ５８３ １２３ 

完成検査 ９４７ １７７ ２６８ １９５ 1,５８７ 1１９ 

合計 １,０９３ ３８０ ３８１ ３１６ ２,１７０ ２４２ 

概算金額(億円) ３００ ９０ ５０ ５０ ４９０ １０ 

・工事では、コンクリートや橋梁などが「長期安定した構造物となっているか」及び、 

ポンプ・制御盤等の機器類などが「設計性能を満足しているか」を検査。 

 ・設計業務では、「仕様書・設計書の作成が適正か」「成果品の品質が良いか」等を検査。 

 

２ 成績評定について 

（１）成績評定実績 

H26 年度 
工  事 

設計業務 
土 木 建 築 電 気 機 械 平 均 

評定平均点 ７３.２ ７０.５ ７2.9 ７２.６ ７２.８ ７０.２ 

 ・工事･設計とも、担当者・担当係長・検査員がそれぞれの立場で評価し、成績評定点とし

ている。 

・成績評定の基準点は６５点、８０点以上は優秀、６０点未満は不良。 

  

（２）評定平均点の推移 

年度別推移 H22  H23  H24  H25  H26  

工事平均点 ７２.６ ７２.７ ７２.８ ７２.８ ７２.８ 

設計平均点 ７２.３ ６９.８ ７０.０ ７０.７ ７０.２ 

・過去５年の推移を見ると、ほぼ一定の評定点となっている。 

 

 



―2― 

 

（３）優秀件数（８０点以上） 

H26 年度 
工  事 

設計業務 
土 木 建 築 電 気 機 械 合  計 

優秀件数(A) ６３ １３ １１ ５ ９２ ２ 

成績評定対象(B) ７０３ １３３ １５６ ９５ １,０８７ ８3 

割合(A)/(B) ９.０％ ９.８％ ７.１％ ５.３％ ８.5％ 2.４％ 

 ・優秀工事表彰を受賞した場合、契約室から 2 年間の優良業者認定（土木、造園、建築、

水道施設など 8 業種のみ）が与えられ受注機会が拡大。 

 ・工事･設計とも、総合評価落札方式の場合、過去の評定点に基づいて評価基準点が配点さ

れるため有利。 

 

（４）不良件数（６０点未満） 

H26 年度 
工  事 

設計業務 
土 木 建 築 電 気 機 械 合 計 

不良件数 ０ １ ０ ０ １ １ 

 ・工事では、工事写真の紛失など施工管理の不備。(2 ヶ月間の指名停止) 

 ・設計業務では、工程管理・成果品の品質管理の不備。(１ヶ月間の指名停止) 

 

３ 安全対策及び事故発生状況について 

（１）市発注工事における事故発生状況 

件数 

(うち労災件数) 

うち死亡 

事故数 

事故の型 

墜落等 転倒 巻込まれ等 切れ等 その他 公衆災害 

２４ 

（９） 
０ ３ １ １ ２ ２ １５ 

・全国の建設業では昨年３７７件の死亡災害が発生、本市での死亡災害は０件。 

・平成２６年度は、安全対策として５４９件の現場安全点検を実施し、３８９件を指摘。 

・労働災害では、安全帯未着用による足場からの墜落や不安定な態勢での工具類使用によ

る手足の裂傷などが発生。 

・公衆災害では、仮設通路の段差による歩行者の転倒や重機による信号柱の倒壊などが発生。 

 ・事故の傾向としては、第三者への災害や物的損害など公衆災害が半数以上。 

 

４ 今後の検査方針 

・工事では、実際の施工が適正な管理の下に実施され、品質が確保されているかを確認す

るため「施工計画書点検」「中間技術検査」「安全点検」を 3 つの柱として、品質･安

全面で重要な工事を中心に施工監理型検査を行っていく。 

・業務委託では、設計業務の適正かつ効率的な履行を確保するとともに、成果品の品質向

上を図ることを目的に検査を行っていく。 

 

 

 


